
議会議会だよりだより
９月定例会 No.157

令和 3 年 10 月 20 日

町花：山百合

令和２年度会計の決算を認定…………………………… ２
可決した議案等…………………………………………………５
追跡レポート：やぶさめアリーナの改修計画は……… 17
まちの企業紹介：アクツフーズ㈱……………………… 18

よ～く ねらって（10月2日 ふるどのこども園運動会）



ふるどの議会だより　第157号
令和３年10月20日発行 ２

月 定 例 会９ 月 定 例 会

９月定例会
　９月定例会は10日から16日まで、７日間の会期
で開催されました。
　令和２年度各会計の決算認定や、教育委員会委
員の任命についての人事案件など、27議案が原案
の通り可決され、16日に閉会しました。

決算審査意見 代表監査委員　鎌田一浩
監査委員　松崎法通

〇健全財政を堅持…各会計とも黒字決算であり、地方公共団体の財政健全化に関する法律に基づく数値も、
実質公債費比率のみ該当したが、7.8% で基準値を下回っている。

〇更なる回収の努力…徴収率は上がっているが、収入未済額の約 65.4％を占める国保税、未納者世帯の
固定化など、厳格な対応を願いたい。

〇委託契約を効果的に…おおむね適正に執行されているが、今後も競争性を確保し、履行確認を行うなど、
効果的な委託契約となるよう事務を進めていただきたい。

※決算額の千円単位、割合の小数点以下を端数処理しています。

議会費  7,298万円（1.3％） 
議会活動のためのお金

町税  5億1,941万円（8.4％） 
町民税や固定資産税、軽自動車税、たば
こ税などの税金

繰越金  1億7,982万円（2.9％） 
前年度からの繰越金

使用料等  3,238万円（0.5％） 
施設の使用料など

地方債  8億9,478万円（14.5％） 
事業のために借り入れたお金

国県支出金  15億7,621万円
（25.6％） 
特定の事業に対し、国や県から交付され
るお金

譲与税等  2億1,001万円（3.4％）
特定の国税を一定の基準で国が配分す
るお金

その他  6,665万円（1.1％） 

繰入金  3億389万円（4.9％） 

総務費  11億251万円（19.1％）
全般的な管理事務のためのお金

民生費  14億3,159万円（24.8％）
障がい者や高齢者に対する福祉の充実、子
育て支援などにかかるお金

衛生費  4億3,205万円（7.5％）
環境保全、疾病予防、健康増進などにかかるお金

商工費  4,790万円（0.8％）
商工業や観光の振興のためのお金

土木費  5億5,581万円（9.6％）
道路、公園や区画整理などの事業に要するお金

消防費  1億5,434万円（2.7％）
消防、防災事業などに要するお金

教育費  4億9,970万円（8.6％）
学校教育、生涯学習、スポーツ振興などの事業に要するお金

災害復旧費  3億1,127万円（5.4％）
災害によって生じた被害を復旧するためのお金

公債費  6億4,431万円（11.2％）
町の借金を返済する元金と利子などのお金
令和３年度への繰越金
　　　　　　２億８，８８６万円
差引額（黒字額）１億１，０１5万円

労働費  6万円（0.0％）
労働福祉の事業に必要な経費

農林水産業費 5億2,052万円（9％）
農・林業振興のためのお金 地方交付税  23億8,890万円

（38.7％） 
国から交付されるお金

令和２年度  一 般 会 計

令和２年度  決算の認定

57億7,304万円 61億7,205万円
支 出 収 入
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令和３年度は開催予定の「おんぱく」事業

Ａ

会計区分 歳入決算額 歳出決算額 収入未済額（滞納額）
一　般　会　計 ６１億７,２０５万円 ５７億７,３０４万円 ３,００６万円

特
別
会
計

国 民 健 康 保 険 ６億３４８万円 ５億８,７９７万円 ３,８４８万円
簡 易 水 道 ７,７３２万円 ７,５６３万円 １７６万円
農業集落排水事業 ６,８９３万円 ６,５９２万円 ３０３万円
林業集落排水事業 １,８６１万円 １,６９５万円 ０万円
介 護 保 険 ７億８,６３４万円 ７億６,０６５万円 ３５２万円
後 期 高 齢 者 医 療 ５,９７７万円 ５,９６９万円 ９万円
宅 地 造 成 事 業 １億２,８８０万円 ２,４６７万円 ０万円

合　　計 ７９億１,５３０万円 ７３億６,４５２万円 ７,６９４万円
前年対比 120.9% 117.8% 89.7%

� （１万円未満四捨五入）

コロナ対策コロナ対策やや災害復旧事業災害復旧事業などでなどで
前年度比前年度比  ２１.６２１.６%の%の 増額増額

福　祉

観　光

介護事業所「コスモス荘」建築工事

観光誘客宣伝イベント支援委託料

コスモス荘の砂利部の舗装は、令和２
年度にできたのではないか。

利用状況を精査し、令和３年度になっ
て、農道を含めた舗装、建物と県道と
の間の舗装、県道沿いのガードレール
の敷設を実施しました。

Ｑ

Ａ

令和２年度に実施されなかった「おん
ぱく」事業の支出は。

最終的には中止になってしまいました
が、募集をかける状況で、運営支援、
ガイドブックの作成、予約システムの
構築などに278万2,000円かかりまし
た。

Ｑ

月 定 例 会９ 月 定 例 会

各会計の決算状況

利活用されているコスモス荘
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Ｑ　
町
農
業
再
生
協
議
会
負
担
金
の
内
容
は
。

Ａ　
水
稲
作
付
農
家
の
経
営
継
続
支
援
で
す
。
１
反
歩

　
　
５
０
０
０
円
で
次
期
作
の
支
援
を
し
て
い
ま
す
。

Ｑ　
今
年
度
の
使
用
実
績
は
。
ま
た
、
10
年
経
て
ば

委
託
料
が
２
０
０
０
万
円
弱
か
か
る
わ
け
だ
が

今
後
は
。

Ａ　
実
績
は
５
社
で
使
用
料
は
９
万
４
８
２
０
円
。

ご
指
摘
を
踏
ま
え
、
今
後
精
査
し
て
検
討
し
ま
す
。

水
稲
作
付
支
援

健
全
財
政
を
維
持

バ
イ
オ
乾
燥
機

ＱＱ ＡＡ

決
算
審
査

決
算
審
査

産
業
産
業

Ｑ　
急
傾
斜
対
策
事
業
負
担
金
は
ど
こ
の
地
域
の
対

策
か
。
要
望
か
ら
実
現
ま
で
に
ど
の
く
ら
い
か

か
る
の
か
。

Ａ　
竹
貫
字
竹
貫
、
田
口
字
久
保
田
、
仙
石
字
湯
ノ

口
の
３
箇
所
で
す
。
事
業
化
す
る
ま
で
に
10
年

か
そ
れ
以
上
か
か
る
も
の
で
す
が
、
台
風
19　

号
な
ど
の
影
響
で
一
気
に
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

急
傾
斜
対
策

防
災
防
災

Ｑ　
現
在
使
わ
れ
て
い
な
い
流
鏑
馬
の
厩
舎
は
。

Ａ　
結
論
づ
け
ま
で
は
で
き
て
い
ま
せ
ん
が
、
喫
緊

に
対
応
す
べ
き
問
題
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

未
使
用
の
厩
舎

商
・
観
光

商
・
観
光

Ｑ　
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
ソ
フ
ト
導
入
費
４
２
０
万
円

は
子
ど
も
た
ち
に
貸
し
出
し
て
い
る
タ
ブ
レ
ッ

ト
に
使
わ
れ
た
の
か
。

Ａ　
有
害
な
画
像
等
が
見
ら
れ
な
い
よ
う
に
設
置
し

て
あ
り
ま
す
。

フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ

教
育
教
育

ＱＱ ＡＡ ＱＡ
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一
般
会
計

一
般
会
計

議　案
第77号質　

疑

質　
疑 令

和
２
年
度
古
殿
町
一
般
会
計
歳
入
歳
出

令
和
２
年
度
古
殿
町
一
般
会
計
歳
入
歳
出

決
算
の
認
定
に
つ
い
て

決
算
の
認
定
に
つ
い
て

　
コ
ス
モ
ス
荘
建
築
に
伴
う
諸
問
題
、道
の
駅
拡
張
基

本
計
画
、非
常
用
電
源
設
備
設
置
工
事
等
の
諸
問
題
、必

要
の
な
か
っ
た
財
政
支
出
、行
政
執
行
上
の
混
乱
な
ど
を

精
査
す
る
と
、本
決
算
に
つ
い
て
、認
定
す
る
に
は
至
り

ま
せ
ん
の
で
、不
認
定
と
し
ま
す
。

　
コ
ス
モ
ス
荘
整
備
で
の
設
計
ミ
ス
、
道
の
駅
拡
張
の

進
展
状
況
、非
常
用
電
源
設
備
で
の
対
応
な
ど
、町
政
運

営
に
お
け
る
不
手
際
が
あ
り
、こ
れ
ら
の
問
題
を
考
え

る
と
、町
政
の
先
を
見
据
え
た
方
向
性
と
は
言
え
ず
反

対
し
ま
す
。 野

崎
喜
彦 

議
員

反
対

岡
部
淳
一 

議
員

反
対

論論
討討

　
令
和
２
年
度
コ
ロ
ナ
対
策
の
各
種
事
業
は
極
め
て
有

効
な
も
の
だ
と
考
え
、財
源
の
確
保
が
厳
し
い
中
、実
質

収
支
は
黒
字
で
す
。

　
引
き
続
き
所
要
の
財
源
確
保
、効
率
的
な
財
政
運
営
、

経
費
の
削
減
等
に
努
め
る
よ
う
要
望
し
賛
成
し
ま
す
。

佐
藤
弘
信 

議
員

賛
成

可
決

起
立
多
数

　
コ
ロ
ナ
対
策
、高
齢
者
居
住
施
設
建
設
事
業
な
ど

で
、前
年
度
よ
り
歳
出
額
10
億
２
５
２
９
万
円
の
増

と
な
っ
た
が
、健
全
財
政
を
維
持
し
て
い
ま
す
。
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簡
易
水
道
特
別
会
計

簡
易
水
道
特
別
会
計

議　案
第79号

令
和
２
年
度
古
殿
町
簡
易
水
道
特
別
会
計

令
和
２
年
度
古
殿
町
簡
易
水
道
特
別
会
計

歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

古
殿
町
介
護
予
防
拠
点
施
設
条
例
等
を
廃

古
殿
町
介
護
予
防
拠
点
施
設
条
例
等
を
廃

止
す
る
条
例

止
す
る
条
例

　
水
道
本
管
布
設
替
工
事
に
よ
り
歳
出
額
は
前
年

度
比
８・９
％
の
増
。

　
古
殿
町
介
護
予
防
拠
点
施
設「
遊
里
工
房
」を
廃

止
す
る
も
の
。 い

き
い
き
遊
里
工
房

い
き
い
き
遊
里
工
房

を
廃
止
す
る
条
例

を
廃
止
す
る
条
例

教
育
委
員
会
委
員
の

教
育
委
員
会
委
員
の

任
命
に
同
意

任
命
に
同
意

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
厳
し
い
財

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
厳
し
い
財

政
状
況
に
対
処
し
地
方
税
財

政
状
況
に
対
処
し
地
方
税
財

源
の
充
実
を
求
め
る
意
見
書

源
の
充
実
を
求
め
る
意
見
書

議　案
第65号

議　案
第67・68号

発議第６号

そ
の
他
の

そ
の
他
の

　
　
議
案

　
　
議
案

Ｑ　
鎌
田
字
明
内
へ
の
簡
易
水
道
の
本
管
布
設
に
よ

る
水
不
足
の
解
消
は
。

Ａ　
申
請
者
が
町
の
給
水
指
定
業
者
に
工
事
を
依
頼
し

て
も
ら
う
の
が
先
で
、
そ
の
説
明
は
し
て
い
ま
す

が
、
そ
こ
に
は
至
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

Ｑ　
遊
里
工
房
は
国
の
助
成
等
で
建
て
た
の
か
。

Ａ　
国
の
補
助
金
を
活
用
し
、
平
成
12
年
７
月
に
完
成

し
ま
し
た
。

Ｑ　
残
存
年
数
は
あ
る
の
か
。

Ａ　
木
造
は
耐
用
年
数
が
24
年
で
残
存
年
数
が
残
っ
て

お
り
、
補
助
金
の
返
還
が
発
生
し
ま
す
。

　
（
※
返
還
額
は
宅
地
分
譲
価
格
に
反
映
さ
れ
ま
す
）

　
任
期
満
了
に
伴
い
、
現
教
育
委
員
会
委
員
の
２
人
を

再
任
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。

水
道
本
管
布
設
の
拡
張
は

補
助
金
の
返
還

Ｑ

Ｑ

Ａ

Ａ

質　
疑

質　
疑

質　
疑

質　
疑

　
飲
料
水
対
策
に
つ
い
て
、大
事
で
あ
る
こ
と
は
十
分

認
識
し
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、本
管
設
置
を
含
む
何
ら

か
の
施
策
を
講
ず
る
べ
き
だ
っ
た
と
し
て
反
対
し
ま
す
。

岡
部
淳
一 

議
員

反
対

論論
討討

　
飲
料
水
を
供
給
す
る
た
め
、
施
設
の
維
持
管
理
等

に
努
め
て
い
る
と
認
識
し
、
実
質
収
支
の
黒
字
は
適

正
な
運
営
で
あ
る
と
考
え
、
賛
成
し
ま
す
。

佐
藤
弘
信 

議
員

賛
成

可
決

起
立
多
数

　
可
決

全
員
賛
成

　
可
決

全
員
賛
成

人
事
案
件

議
員
発
議

矢
内
　
忠
徳 

氏

住
所　
鎌
田
字
沢

任
期　
令
和
７
年
９
月
30
日

佐
川
　
友
恵 

氏

住
所　
松
川
字
薄
木

任
期　
令
和
７
年
９
月
30
日

ＱＡ
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主な内容
税
金
・
使
用
料
等

税
金
・
使
用
料
等

のの
滞
納
額

滞
納
額

〇町税（町民税・固定資産税
　・軽自動車税）

〇国民健康保険税

※借入金は元金です。

〇住宅使用料

〇介護保険料

（１万円未満四捨五入、端数処理あり）

過疎対策事業債　３億１,６４０万円の発行
　元金 ２９億９,６５０万円
　算入率７０％※
　　計画に基づいて行う事業の財源として特別

に発行が認められた地方債

積立基金※
　〇財政調整基金　１０億１,６５６万円
　　　２,２８７万円の増
　　　不足した財源の補てんに使われます
　〇文教厚生施設等整備基金　８億９,２８０万円
　　　１億６,１３２万円の減
　　　教育、文化、生活を健康で豊かなものに

する施設等に使われます。

運用基金※
　奨学資金貸付基金　７,１９２万円
　　５０万円の増
　　奨学資金の貸与に使われます

※算入率とは、返還金の一部が交
付税として入ってくる割合を示し
たものです。１００％の場合は国
が全額負担をするということです。

※基金とは、特定の目的のために財
産を維持し、資金を積み立てる「積
立基金」、定額の資金を運用するた
めの「運用基金」があります。

用語用語
チェックチェック

町の貯金町の貯金とと借金借金
～一般会計分～

借金　60億1,680万円（町債） 貯金　28億9,253万円
（積立基金 27億6,696万円）
（運用基金　1億2,557万円）

46
48
50
52
54
56
58
60
62

町債の推移億

51億
53億 54億

57億

60億

平
成
28
年

平
成
29
年

平
成
30
年

令
和
元
年

令
和
２
年

（１万円未満四捨五入、端数処理あり）

収入未済７‚６９４万円

352万円

901万円

3,848万円

２,031万円

継続
公開
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常任委員会常任委員会のの活動活動
　総務常任委員会は、古殿町高齢者居住施設、古殿町簡易水道沢浄水場を視察し、状況
を確認しました。現地視察後、視察箇所について意見交換をしました。

　産業建設常任委員会は、古殿町高齢者居住施設、竹貫地区宅地造成地を視察し、状況
を確認後、意見交換しました。

沢浄水場を視察する委員

高齢者居住施設内で説明を受ける委員

簡易水道沢浄水場を調査簡易水道沢浄水場を調査

高齢者居住施設などを視察高齢者居住施設などを視察

総
務
常
任
委
員
会

産
業
建
設
常
任
委
員
会
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9月定例会 議案審議と各議員 賛  否賛  否の

〇は賛成、×は反対、緑川議長は採決に加わらない。

議案番号 議　　案　　名
採　
決

１ 

鈴　
木

２ 

常　
盤

３ 

松　
崎

４ 

野　
崎

５ 

藁　
谷

６ 

佐
籐(

弘
）

７ 

矢　
内

８ 

佐
藤（
一
）

９ 
岡　
部

10 
木　
戸

11 

佐　
川

12 

緑　
川

議案
第58号

一般職の任期付職員の採用に関する条例の一部を
改正する条例 可

決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／
新過疎法の制定に伴う改正

議案
第59号

古殿町公の施設の利用の特例に関する条例の一部
を改正する条例 可

決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／
「遊里工房」を相互利用施設から除外

議案
第60号

古殿町税特別措置条例の一部を改正する条例
可
決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／新過疎法、地域未来投資促進法の改正に対応する

もの。対象業種の拡大、適用期間の延長など

議案
第61号

古殿町復興産業集積区域における固定資産税の課
税免除に関する条例の一部を改正する条例 可

決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／対象区域から除外。経過措置による期限を令和６
年３月31日まで延長

議案
第62号

古殿町地方活力向上地域における固定資産税の課
税免除及び不均一課税に関する条例の一部を改正
する条例 可

決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／
地域再生法の改正、議案第60号の条例一部改正に
よるもの。適用期限の延長など

議案
第63号

古殿町国民健康保険条例の一部を改正する条例の
一部を改正する条例 可

決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／コロナ罹患者に対する傷病手当金支給の適用期限
を令和３年12月31日まで延長

議案
第64号

福島県特定事業活動振興計画に基づく固定資産税
の課税免除に関する条例

可
決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／県が策定した計画に基づき、農産物等の風評被害

に対処するために事業者が行う設備投資に対して
固定資産の課税免除を行うもの

議案
第65号

古殿町介護予防拠点施設条例等を廃止する条例 可
決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／P５に掲載

議案
第66号

古殿町過疎地域持続的発展計画の策定について 可
決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／新過疎法の制定に伴う新たな過疎計画の策定

議案
第67・
68号

教育委員会委員の任命について 同
意 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／P５に掲載

議案
第69号

令和３年度古殿町一般会計第２次補正予算
可
決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／普通交付税の確定や、前年度の繰越金の確定によ

る補正。3億5,757万３千円を増額し、総額を45
億2,899万8千円とする

議案
第７０号

令和３年度古殿町国民健康保険特別会計第２次補
正予算 可

決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／人事異動に伴う人件費の減などによる補正。58万
３千円を減額し、総額を５億6,966万５千円とする

議案
第71号

令和３年度古殿町簡易水道特別会計第２次補正予
算 可

決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／前年度の繰越金の確定などによる補正。178万４千
円を増額し、総額１億8,352万９千円とする

議案
第72号

令和３年度古殿町農業集落排水事業特別会計第１
次補正予算 可

決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／前年度の繰越金の確定などによる補正。301万７千
円を増額し、総額を9,800万１千円とする

議案
第７３号

令和３年度古殿町林業集落排水事業特別会計第１
次補正予算 可

決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／前年度の繰越金の確定などによる補正。166万１千
円を増額し、総額を2,057万５千円とする

8ふるどの議会だより　第156号
令和３年10月20日発行
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議会全員協議会議会全員協議会議会全員協議会議会全員協議会議会全員協議会
宅地等の分譲について 価格や資格・条件などの設定
　９月10日に議会全員協議会が開催され、宅地造成事業、古殿町過疎地域持続的発展計画、新型コロ
ナウイルスワクチン接種状況などについて協議が行われました。

分譲開始された宅地造成地

議案
第７４号

令和３年度古殿町介護保険特別会計第１次補正予
算 可

決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／前年度の繰越金の確定などによる補正。1,964万円
を増額し、総額を８億7,681万５千円とする

議案
第７５号

令和３年度古殿町後期高齢者医療特別会計第１次
補正予算 可

決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／前年度の繰越金の確定などによる補正。16万５千円
を増額し、総額を5,986万６千円とする

議案
第７６号

令和３年度古殿町宅地造成事業特別会計第１次補
正予算 可

決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／前年度の繰越金の確定などによる補正。1,133万5
千円を増額し、総額を1,193万６千円とする

議案
第７７号

令和２年度古殿町一般会計歳入歳出決算の認定に
ついて　Ｐ２～４に掲載

可
決 〇 × 〇 × × 〇 〇 〇 × 〇 〇 ／

議案
第７８号

令和２年度古殿町国民健康保険特別会計歳入歳出
決算の認定について　Ｐ3に掲載

可
決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／

議案
第７９号

令和２年度古殿町簡易水道特別会計歳入歳出決算
の認定について　Ｐ3・５に掲載

可
決 〇 × 〇 × × 〇 〇 〇 × 〇 〇 ／

議案
第８０号

令和２年度古殿町農業集落排水事業特別会計歳入
歳出決算の認定について　Ｐ3に掲載

可
決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／

議案
第８１号

令和２年度古殿町林業集落排水事業特別会計歳入
歳出決算の認定について　Ｐ3に掲載

可
決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／

議案
第８２号

令和２年度古殿町介護保険特別会計歳入歳出決算
の認定について　Ｐ3に掲載

可
決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／

議案
第８３号

令和２年度古殿町後期高齢者医療特別会計歳入歳
出決算の認定について　Ｐ3に掲載

可
決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／

議案
第８４号

令和２年度古殿町宅地造成事業特別会計歳入歳出
決算の認定について　Ｐ3に掲載

可
決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／

発議
第6号

コロナ禍による厳しい財政状況に対処し地方税財
源の充実を求める意見書　Ｐ5に掲載

可
決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／

単価は１㎡１万２,０００円
上下水道完備
同一区画に複数申し込みがあれば抽選

（町内・町外在住ともに同一条件）

宅地造成事業

９月中は週１回ふるどのクリニックで対応
10月から会場は要検討

コロナワクチン接種

新過疎法の制定により策定
古殿町過疎地域持続的発展計画



　一般質問は９月15日に６人の議員が16問
の質問を行いました。質疑の一部を要約し
てお伝えします。

鈴 木 　 隆 議員�…………………………11
（１）人、農地プラン実質化に向けたアンケートに
　 ついて
（２）新たな福島県総合計画の対応について
（３）ひきこもり支援について

野 崎 喜 彦 議員�…………………………12
（１）主要事業の進捗と現況について
（２）飲料水の確保と安全対策について
（３）教育現場での危機対応と対策について

藁 谷 直 吉 議員�…………………………１3
（１）田んぼダムによる防災・減災について
（２）小中学校の通学路の安全確保と防犯対策に
　 ついて
（３）町の広報紙である「広報ふるどの」カラー化に
　 ついて

岡 部 淳 一 議員�…………………………１4
（１）税金を滞納した場合の対応策とその順序は
（2）現時点で考えるべき町の方向性は
（3）コロナ感染の状況と町の取り組みと対応策

松 崎 法 通 議員�…………………………１5
（１）町内における、外国人就労者の実態について
（２）小、中学校においてのコロナ感染対策と
　 オンライン授業について

常 盤 浩 章 議員�…………………………16
（１）ふるさと納税について
（２）カメムシ害虫被害対策について

町民の声を伝える

町政に生かす

町の考えをただす

ふるどの議会だより　第157号
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町政町政をを質質すす
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鈴
木　
集
計
デ
ー
タ
の
各
項

目
は
ど
の
よ
う
な
結
果
と

な
っ
た
か
。

町
長　
後
継
者
状
況
に
つ
い

て
は
「
い
な
い
」
と
回
答
し

た
人
が
66
％
、
営
農
意
向
に

つ
い
て
は
「
現
状
維
持
」
が

49
％
、「
規
模
縮
小
・
リ
タ

イ
ア
し
た
い
」
が
47
％
、
集

落
内
農
業
の
10
年
後
の
状
況

に
つ
い
て
は
「
耕
作
放
棄
地

の
増
加
・
担
い
手
不
足
・
高

齢
化
」
の
割
合
が
多
く
な
っ

て
い
ま
す
。

鈴
木　
デ
ー
タ
結
果
の
傾
向

か
ら
、
ど
の
よ
う
な
解
析
が

得
ら
れ
た
か
。

町
長　
今
後
、
高
齢
化
や
担

い
手
不
足
等
で
耕
作
放
棄
が

予
想
さ
れ
、
担
い
手
確
保
や

農
地
集
積
・
集
約
が
重
要
で

す
。

全ての農家に対してアンケート調査が行われた

鈴
木　
デ
ー
タ
結
果
を
見
て

ど
の
よ
う
な
方
策
を
考
え
る

か
。

町
長　
今
後
、
地
域
で
話
し

合
い
な
が
ら
、
そ
の
地
域
に

合
っ
た
プ
ラ
ン
を
作
成
し
ま

す
。

鈴
木　
町
の
地
形
、
環
境
を

考
え
て
推
奨
す
る
作
物
は
。

町
長　
大
豆
、
麦
、
ソ
バ
等

を
今
後
も
推
奨
し
、
新
た
な

作
物
も
模
索
し
ま
す
。

鈴
木　
デ
ジ
タ
ル
変
革
（
Ｄ

Ｘ
）
の
推
進
が
計
画
の
大
き

な
柱
と
思
わ
れ
る
が
、
我
が

町
の
現
在
の
取
り
組
み
は
。

町
長　
今
月
、
国
の
デ
ジ
タ

ル
庁
が
発
足
し
、
デ
ジ
タ
ル

変
革
（
Ｄ
Ｘ
）
は
国
の
重
要

施
策
と
捉
え
て
い
ま
す
。

　

町
の
取
り
組
み
と
し
て
、

人
材
育
成
の
観
点
か
ら
、
県

庁
デ
ジ
タ
ル
変
革
課
に
職
員

を
出
向
さ
せ
る
と
と
も
に
、

県
の
ソ
サ
エ
テ
ィ
５
．
０
推

進
事
業
に
よ
り
Ｉ
Ｃ
Ｔ
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
を
招し

ょ
う
へ
い聘し

、
職
員

の
理
解
力
向
上
を
進
め
ま
す
。

　
ま
た
、
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク

を
可
能
に
す
る
環
境
整
備
や

今
後
の
電
子
申
請
手
続
き
に

関
係
す
る
条
例
等
、
例
規
の

見
直
し
も
進
め
て
い
ま
す
。

一 般 質 問一 般 質 問

人、農地プラン実質化アンケート結果は
農業政策

Q
Ａ 今後必要と考える取り組みについては後継者育成、

農地集積、鳥獣被害防止の割合が多い結果でした

鈴
すず

木
き

　隆
たかし

 議員

デジタル変革

新たな福島県総合計画の対応はQ
Ａ 県担当部局から町への意見照会があり、
町として回答しております

「
ひ
き
こ
も
り
支
援
に

つ
い
て
」
の
質
問
も
行

い
ま
し
た
。

そ
の
他

質
の

問
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野
崎　
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接

種
の
状
況
は
。

町
長　
８
月
31
日
時
点
で
、

65
歳
以
上
の
２
回
接
種
完
了

者
の
接
種
率
は
88
・
２
％
、

64
歳
以
下
が
77
・
１
％
。
若

年
層
（
20
歳
代
）
が
最
も
低

く
57
・
１
％
、
高
校
生
以
下

の
学
生
は
72
・
６
％
と
な
っ
て

い
ま
す
。

野
崎　

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

「
第
５
波
」
へ
の
対
応
策
は
。

町
長　
３
密
を
避
け
る
、
マ

ス
ク
の
着
用
な
ど
基
本
的
な

対
策
の
周
知
を
徹
底
し
ま
す
。

野
崎　
地
域
交
通
最
適
化
に

向
け
た
事
業
（
委
託
事
業
）

の
進
捗
は
。

町
長　
９
月
下
旬
に
成
果
報

告
が
あ
り
ま
す
。

杉が伐採された沢浄水場の上流付近

重要な移動手段となっているスクールバス

野
崎　
竹
貫
の
宅
地
造
成
地

の
募
集
要
項
と
募
集
の
開
始

は
い
つ
か
。

町
長　
古
殿
町
に
定
住
意
思

の
あ
る
人
が
対
象
で
、
土
地

の
平
米
単
価
は
１
万
２
０
０

０
円
。
10
月
上
旬
か
ら
応
募

を
受
け
付
け
ま
す
。

野
崎　
「
道
の
駅
ふ
る
ど
の
」

の
計
画
は
ど
の
よ
う
に
進
ん

で
い
る
の
か
。

町
長　
地
権
者
の
方
の
同
意

を
得
る
た
め
の
協
議
を
加
速

し
た
い
と
考
え
ま
す
。

野
崎　
水
量
の
減
少
は
、
広

葉
樹
を
失
っ
た
こ
と
が
要
因

の一つ
と
の
見
方
が
あ
る
が
、

浄
水
場
も
含
め
町
有
地
を
確

保
し
て
、
広
葉
樹
植
栽
を
し

て
は
ど
う
か
。

町
長　
平
成
15
年
度
に
国
有

林
を
賃
借
し
て
広
葉
樹
の
植

林
を
行
い
、
水
量
の
確
保
に

努
め
て
い
ま
す
。

一 般 質 問一 般 質 問

野
崎　
浄
水
場
の
水
質
管
理

の
方
法
は
。

町
長　
月
１
回
の
水
質
検
査

を
業
務
委
託
し
て
い
ま
す
。

野
崎　
浄
水
場
の
年
間
配
水

量
は
。

町
長　
年
間
配
水
量
は
、
約

49
万
２
５
０
０
立
方
。
給
水

不
足
の
心
配
は
あ
り
ま
せ
ん
。

野
崎　
町
の
水
道
水
配
水
エ

リ
ア
以
外
で
、
水
質
の
悪
化

や
給
水
不
全
時
の
対
応
は
。

町
長　
飲
料
水
確
保
対
策
事

業
補
助
金
を
活
用
い
た
だ
き

た
い
と
考
え
ま
す
。

野
の

崎
ざき

　喜
よ し

彦
ひ こ

 議員

主要事業の進捗と現況は
主要事業

Q
Ａ 造成地は平米単価12,000円で
販売します

飲料水対策
飲料水の確保と安全対策はQ

Ａ 広葉樹の植林を行っている
「飲料水確保対策事業補助金」の活用を

「
教
育
現
場
で
の
危
機

対
応
と
対
策
に
つ
い

て
」
の
質
問
も
行
い
ま

し
た
。

そ
の
他

質
の

問



ふるどの議会だより　第157号
令和３年10月20日発行13

の
浸
水
被
害
を
軽
減
す
る

「
田
ん
ぼ
ダ
ム
」
が
、
低
コ

ス
ト
で
す
ぐ
に
取
り
組
む
こ

と
が
で
き
る
と
考
え
ま
す
。

藁
谷　
町
の
水
田
面
積
は
。

町
長　
５
１
１
ヘ
ク
タ
ー
ル
。

そ
の
う
ち
、
水
稲
作
付
面
積

は
約
２
７
１
ヘ
ク
タ
ー
ル
で

す
。

藁
谷　
耕
作
放
棄
地
の
水
田

面
積
は
。

町
長　
遊
休
農
地
の
面
積
は

23
・
２
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
す
。

農業政策

教育政策

広報政策

一 般 質 問一 般 質 問

　
今
年
６
月
に
千
葉
県
内
の

市
道
通
学
路
で
、
歩
い
て
下

校
途
中
の
小
学
生
の
列
に
ト

ラ
ッ
ク
が
突
っ
込
み
、
児
童

５
人
が
死
傷
す
る
事
故
が
発

生
し
ま
し
た
。

　
古
殿
町
は
山
間
部
が
多
く

登
下
校
す
る
子
ど
も
の
安
全

確
保
と
防
犯
対
策
が
必
要
で

あ
る
と
考
え
ま
す
。

藁
谷　
安
全
確
保
に
向
け
た

町
の
取
り
組
み
は
。

藁
谷　
「
広
報
ふ
る
ど
の
」

は
、
毎
年
、
何
部
印
刷
し
、

印
刷
金
額
は
い
く
ら
か
。

町
長　
令
和
２
年
度
は
、
毎

月
２
０
０
０
部
、
年
２
万
４

０
０
０
部
、
２
１
１
万
４
６

４
０
円
で
す
。

藁
谷　
全
面
カ
ラ
ー
化
に
し

た
場
合
は
、
い
く
ら
増
額
に

な
る
の
か
。

町
長　
令
和
２
年
度
の
実
績

ペ
ー
ジ
数
で
換
算
す
る
と
、

約
１
２
２
万
円
の
増
額
に
な

り
ま
す
。

教
育
長　
危
険
箇
所
へ
の
要

望
に
そ
の
都
度
対
応
し
て
い

る
ほ
か
、
防
犯
ブ
ザ
ー
を
全

児
童
生
徒
に
配
布
し
、
学
校

に
お
い
て
交
通
安
全
教
室
や

防
犯
教
育
も
行
っ
て
い
ま
す
。

藁
谷　
今
後
、
通
学
路
な
ど

の
整
備
予
定
は
あ
る
の
か
。

教
育
長　
要
望
箇
所
に
つ
い

て
は
随
時
対
応
し
、
合
同
点

検
を
踏
ま
え
て
協
議
、
対
応

し
て
い
き
ま
す
。

田んぼダムによる防災や減災をQ
Ａ 有効性や実現可能性などの検証が
必要です

藁
わらがや

谷　直
なおよし

吉 議員

通学路の点検は

「広報ふるどの」の
全面カラー化へ

Q

Q

Ａ

Ａ

今月末に合同点検を行います

全面カラー化は考えていません

　
中
小
河
川
の
氾
濫
を
軽
減

す
る
た
め
に
、
水
田
に
一
時

期
的
に
水
を
た
め
て
、
大
雨
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一 般 質 問一 般 質 問

　
税
金
滞
納
に
関
し
て
、
具

体
的
な
対
応
を
伺
い
ま
す
。

岡
部　
納
付
ま
で
の
手
順
は
。

町
長　

督
促
状
を
送
付
し
、

納
付
が
な
い
場
合
、
文
書
、

電
話
、
訪
問
に
よ
り
催
促
を

行
い
、
納
税
相
談
を
実
施
し

ま
す
。

岡
部　
滞
納
状
況
と
差
し
押

さ
え
件
数
は
。

町
長　
令
和
２
年
度
末
、
滞

納
世
帯
１
５
１
、
滞
納
額
は

約
５
８
６
３
万
円
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
差
し
押
さ
え
件
数
は
所
得

税
還
付
金
７
件
、
預
貯
金
１

件
、
給
与
１
件
で
す
。

岡
部　
差
し
押
さ
え
は
ど
の

よ
う
な
形
で
の
対
応
な
の
か
。

町
長　
地
方
税
法
の
規
定
に

よ
り
、
滞
納
者
の
中
で
も
納

付
が
全
く
な
い
、
納
付
が
ご

く
少
額
で
納
税
相
談
に
応
じ

な
い
と
か
、
納
税
相
談
で
の

納
付
確
約
を
守
ら
れ
な
い
方

に
、
事
前
に
予
告
し
財
産
調

査
お
よ
び
差
し
押
さ
え
を

行
っ
て
い
ま
す
。

岡
部　
差
し
押
さ
え
の
徴
収

効
果
を
ど
う
み
て
い
る
の
か
。

町
長　
滞
納
額
が
減
少
す
る

現
実
的
な
効
果
と
、
納
税
者

が
滞
納
と
向
き
合
う
き
っ
か

け
と
も
な
り
得
る
と
考
え
ま

す
。

税金滞納の対策とその順序は
滞納対策

Q
Ａ 督促状の送付、文書や電話、訪問
により納税相談を実施します

岡
おか

部
べ

　淳
じゅんいち

一 議員

草刈り作業に導入された重機

環
と
し
て
草
刈
り
作
業
が
実

施
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
道
路

補
修
や
草
刈
り
作
業
は
今
後

ど
の
よ
う
に
進
め
ら
れ
る
の

か
。

町
長　

草
刈
り
作
業
は
一
部

重
機
に
よ
る
作
業
を
取
り
入

れ
ま
し
た
が
、
ほ
か
の
作
業

は
今
ま
で
と
変
わ
り
ま
せ
ん
。

岡
部　
住
宅
造
成
地
が
売
り

出
さ
れ
る
直
前
と
な
り
ま
し

た
が
、
完
売
後
に
利
便
性
の

高
い
町
中
心
部
へ
の
住
宅
建

設
を
望
む
声
が
あ
る
場
合
は

ど
う
取
り
組
む
の
か
。

町
長　
現
在
は
竹
貫
地
内
の

分
譲
に
注
力
す
る
考
え
で
す
。

　
町
政
に
関
し
て
多
く
の
課

題
が
山
積
す
る
中
で
、
町
民

か
ら
の
声
を
質
問
し
ま
す
。

岡
部　
地
球
温
暖
化
に
端
を

発
し
て
い
る
よ
う
な
異
常
気

象
が
立
て
続
け
に
発
生
し
、

災
害
が
頻
発
し
て
い
ま
す
。

そ
の
対
応
策
と
し
て
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
が
作
成
配
布
と
な

り
ま
し
た
が
、
町
民
の
反
応

は
。

町
長　
特
に
あ
り
ま
せ
ん
。

岡
部　
重
機
で
の
対
応
策
が

講
じ
ら
れ
、
道
路
維
持
の一

町　政

現時点で考えるべき町の方向性はQ
Ａ 竹貫地内の分譲に注力します

「
コ
ロ
ナ
感
染
の
状
況

と
町
の
取
り
組
み
と
対

応
策
」
に
つ
い
て
の
質

問
も
行
い
ま
し
た
。

そ
の
他

質
の

問



ふるどの議会だより　第157号
令和３年10月20日発行15

　
近
年
、
日
本
で
は
人
口
の

減
少
、
そ
し
て
高
齢
化
が
進

み
、
労
働
力
不
足
と
い
う
現

象
が
起
き
て
お
り
、
労
働
力

を
外
国
人
に
頼
ら
ざ
る
を
得

な
い一面
が
あ
り
ま
す
。

　
建
設
現
場
労
働
、
工
場
内

労
働
、
介
護
関
係
の
仕
事
や

農
作
業
な
ど
は
、
そ
の
代
表

的
な
職
種
か
と
思
い
ま
す
。

　
我
が
町
に
も
外
国
人
の
方

が
暮
ら
し
て
い
る
と
思
い
ま

す
が
、
そ
の
実
態
を
伺
い
ま

す
。

松
崎　
町
内
に
暮
ら
し
て
い

る
外
国
人
就
労
者
は
何
名
か
。

ま
た
、
ど
の
よ
う
な
仕
事
に

従
事
し
て
い
る
の
か
。

外国人就労者

一 般 質 問一 般 質 問

町
長　
日
本
人
の
配
偶
者
等

を
除
き
、
住
民
基
本
台
帳
に

記
録
さ
れ
て
い
る
外
国
人
は

33
名
で
、
職
種
は
製
造
業
28

名
、
林
業
４
名
、
建
設
業
１

名
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

松
崎　
外
国
人
就
労
者
と
町

の
間
に
は
、
ど
の
よ
う
な
法

的
関
係
に
な
る
の
か
。

町
長　
住
民
基
本
台
帳
法
に

基
づ
き
、
日
本
人
と
同
様
に

住
民
登
録
を
す
る
こ
と
と
な

り
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が

猛
威
を
振
る
っ
て
お
り
、
ワ

ク
チ
ン
を
２
回
接
種
し
た
人

も
感
染
し
て
い
ま
す
し
、
若

年
層
に
も
感
染
が
広
が
っ
て

い
ま
す
。
８
月
中
に
12
歳
以

上
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
希
望
者

に
は
接
種
が
済
ん
で
い
ま
す

が
、
今
後
、
学
校
に
お
い
て

心
配
さ
れ
る
点
と
、
タ
ブ

レ
ッ
ト
に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン

授
業
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

松
崎　
登
下
校
や
学
校
内
で

コ
ロ
ナ
に
対
す
る
感
染
対
策

は
。

教
育
長　
衛
生
管
理
マ
ニ
ュ

ア
ル
や
、
検
温
、
換
気
、
手

洗
い
、
マ
ス
ク
の
着
用
な
ど

対
策
を
徹
底
し
て
い
ま
す
。

準備が進むオンライン授業

教育政策

松
崎　
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
に

対
し
、
ど
の
よ
う
に
取
り
組

ん
で
い
る
の
か
。

教
育
長　
休
校
に
な
っ
た
場

合
に
備
え
て
、
オ
ン
ラ
イ
ン

授
業
へ
の
対
応
を
進
め
て
い

ま
す
。

松
崎　
コ
ロ
ナ
等
の
影
響
で

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
と
な
る
場

合
、
い
つ
頃
か
ら
な
ら
可
能

か
。

教
育
長　
７
月
に
中
学
生
の

全
家
庭
で
通
信
設
定
が
完
了

し
、
小
学
生
は
今
月
か
ら
通

信
設
定
し
ま
す
。

　
ま
た
、
学
校
に
お
い
て
試

験
的
に
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
を

実
施
し
、
万
が
一の
休
校
に

備
え
ま
す
。

町内における外国人就労者の実態は

学校におけるコロナ感染対策と
オンライン授業は

Q

Q

Ａ

Ａ

33名が住民登録し、就労しています

衛生管理マニュアルを徹底し
オンライン授業への対応を進めています

松
まつざき

崎　法
のりみち

通 議員
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常
盤　
ふ
る
さ
と
納
税
返
礼

品
を
取
り
扱
っ
て
い
る
町
の

業
者
は
何
社
か
。

町
長　
現
在
７
社
で
す
。

常
盤　
今
後
、
参
加
す
る
商

店
や
企
業
へ
の
勧
誘
の
働
き

か
け
を
行
っ
て
い
く
予
定
は

あ
る
か
。

コロナ禍で収入減が見込まれる稲作農家

返礼品に加わる予定の組
くでじゅう
手什

（写真はワインラック）

町
長　
ふ
る
さ
と
納
税
が
増

加
す
る
よ
う
検
討
し
ま
す
。

常
盤　
町
の
特
産
品
の
選
定

に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
等
を
設
け
、

幅
広
い
ア
イ
デ
ア
、
一
般
公

募
を
含
め
た
計
画
は
あ
る
の

か
。

町
長　
現
在
の
と
こ
ろ
あ
り

ま
せ
ん
。

常
盤　
町
の
特
産
品
、
新
規

顧
客
の
獲
得
お
よ
び
拡
大
に

向
け
た
、
方
向
性
や
計
画
は

あ
る
の
か
。

町
長　

新
た
に
「
組く

で
じ
ゅ
う

手
什
」

を
返
礼
品
に
加
え
、
林
業
の

ま
ち
古
殿
を
Ｐ
Ｒ
し
、
利
用

者
の
増
に
努
め
ま
す
。

町
長　
事
業
主
体
で
選
定
を

行
い
、
町
と
協
議
の
上
で
決

定
し
ま
す
。

常
盤　
新
た
に
事
業
を
希
望

す
る
業
者
が
出
て
き
た
場
合

の
補
助
の
考
え
方
は
。

町
長　
採
択
要
件
を
満
た
す

事
業
者
で
あ
る
こ
と
を
確
認

し
た
上
で
対
応
し
ま
す
。

常
盤　

カ
メ
ム
シ
対
策
は
、

全
農
家
で
の
農
薬
散
布
が
効

果
的
で
あ
り
、
薬
剤
助
成
は
。

町
長　
毎
年
行
わ
れ
て
い
る

町
病
害
虫
防
除
団
へ
の
箱
処

理
剤
に
よ
る
水
稲
病
害
虫
防

除
の
助
成
に
、
今
年
度
は
薬

剤
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

一 般 質 問一 般 質 問

常
盤　
売
れ
る
米
づ
く
り
事

業
予
算
は
、
具
体
的
に
何
に

使
用
さ
れ
る
の
か
。

町
長　
安
全
・
安
心
、
高
品

質
の
売
れ
る
米
づ
く
り
産
地

を
確
立
す
る
た
め
の
取
り
組

み
に
対
し
助
成
し
て
い
ま
す
。

常
盤　
予
算
配
分
は
。

町
長　
事
前
に
要
望
を
受
け

な
が
ら
予
算
化
し
、
事
業
を

行
っ
て
い
ま
す
。

常
盤　
そ
の
決
定
の
基
準
の

根
拠
は
。

町
長　

経
営
面
積
５
ヘ
ク

タ
ー
ル
以
上
の
認
定
農
業
者

等
と
し
て
お
り
ま
す
。

常
盤　
機
械
の
機
種
選
定
は

ど
の
よ
う
に
す
る
の
か
。

常
とき

盤
わ

　浩
ひ ろ の り

章 議員

昨年のふるさと納税件数と金額は

ふるさと納税

農業政策

Q
Ａ１３２件１７５万７千円です

カメムシ対策に薬剤助成はどうかQ
Ａ 予算化し事業を行っています
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Q　令和２年３月一般質問から
やぶさめアリーナの改修計画はやぶさめアリーナの改修計画はテーマ

A　町長答弁

　台風19号豪雨により避難所となったやぶさめアリ
　ーナの改修計画は。

停電となり、冷暖房、照明などが使用できなかった
ことを踏まえ、非常用発電設備を設置すべく、検討
しています。

追跡追跡レポート
その後
　   どうなった？

No.55

非常用電源設備等工事が始まります
　令和４年２月にやぶさめアリーナと女性・若者等活動促進施設に非常用電源設
備が整備されることになりました。

その後のその後の
対　　応対　　応

しみもっちー
平成27年の中学生議会で提案されて
誕生した「凍み餅」のキャラクター

災害に備えることは大
切だね。

非常用電源が設置されるやぶさめアリーナ（左）と女性・若者等活動促進施設（右）
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古殿町のホームページからもご覧いただけます。
古殿町 検　索 町議会へ

＊会社設立の歴史と組織を教えてください。＊会社設立の歴史と組織を教えてください。
明治35年に創業
　現在では４代目の阿久津智
以氏が代表となり、今年７月
に社名をアクツコンニャク㈱
からアクツフーズ㈱に変更し
ました。
　こんにゃく等製品を一筋に
製造し、こんにゃく製造量は
全国第３位に、また、ところ
てんは全国第１位の製造量を
誇り、更なる飛躍を目指して
います。
　100名の社員を雇用し、そ
の家族の生活も守り、地元の
経済に大きく貢献している企
業です。

皆様の健康を考える会社を目指していきます。
　お客様に対し、誠実を尽くし、衛生管理を怠りま
せん。
　品質の良いことは会社の生命であり、新しい食文
化のために新製品を開発します。お客様の声を聞い
て積極的に改善し、健康食品で皆様の健康を考える
会社を目指していきます。
　そのことを、社員１人１人に自覚してもらってい
ます。

“ 町政を知るよい機会”“ 町政を知るよい機会”
議会を傍聴してみませんか議会を傍聴してみませんか

Ｎｏ.５

次回の
定例会 12月上旬

今回紹介するのは、今回紹介するのは、「アクツフーズ㈱」「アクツフーズ㈱」  の皆さんです。の皆さんです。  

こんにゃくなど人気の商品こんにゃくなど人気の商品

アクツフーズ㈱の皆さんアクツフーズ㈱の皆さん

＊�会社における基本的な考え方は＊�会社における基本的な考え方は
　何ですか。　何ですか。
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